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要
望
内
容
※ 

 

１
．
仙
石
線
全
線
開
通
に
伴
う
も
の(

安
全
対
策
、

防
犯
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況
等
の
明
確
化)

 

２
．
新
東
名
駅
と
新
東
名
地
区
の
間
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置 

３
．
高
台
造
成
に
伴
う
土
壌
流
出
等
雨
水
対
策 

４
．
元
地
の
利
用
計
画
の
明
確
化 

野蒜復興新聞 
野蒜まちづくり協議会 

 10 月に復興部会が起案し、役員会が承認し
た野蒜地域の復興に関する要望書が正式に東
松島市、阿部市長へ提出されました。起案時
で大きく 3 項目だった要望内容に、1 項目を

追加しました。野蒜まちづくり協議会は、東
松島市の要望内容への善処を期待する共に、
今後も継続的に地域住民の声を反映させてい
きます。 

復
興
へ
向
け
て
一
歩
ず
つ
、
頑
張
ろ
う
野
蒜 

い
た
３
項
目
の
要
望
に
、

さ
ら
に
「
４
．
元
地
の
利

用
計
画
の
明
確
化
」
の
１

項
目
追
加
し
、
大
き
く
４

項
目
の
要
望
内
容(

※
参

照)

と
な
り
ま
す
。
今
回

の
要
望
書
提
出
は
、
平
成

24
年
10
月
16
日
に
初
め

て
要
望
書
を
提
出
し
て
か

ら
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

前
回
は
、
元
地
の
利
用
計

画
を
主
と
し
た
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
今
回
の

要
望
書
で
は
、
そ
れ
ら
利

用
計
画
の
現
状
の
明
確
化

を
要
望
す
る
と
共
に
、
２

年
前
に
は
見
え
な
か
っ
た

課
題
も
含
め
、
取
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。 

要
望
内
容
に
対
す
る
東

松
島
市
か
ら
の
回
答
に
つ

い
て
は
、
国
や
県
の
予
算

も
絡
む
こ
と
で
あ
り
、
早

急
に
は
回
答
で
き
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
地
域
住
民

か
ら
の
要
望
と
し
て
真
摯

に
受
け
止
め
、
東
松
島
市

と
し
て
善
処
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
ま
す
。 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
し
て
は
、
要
望
と
し

て
取
り
ま
と
め
る
こ
と

は
、
今
後
も
様
々
な
課
題

が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
野
蒜
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
お
よ
び
復

興
部
会
は
、
今
後
も
継
続

的
に
住
民
の
声
を
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。 

 

↑11月 20 日、東松島市役所にて 

東松島市へ要望書提出 

今
年
の
野
蒜
復
興
新
聞
は

本
号
で
最
後
だ
よ
。 

皆
さ
ま
、
よ
い
お
年
を
～
。 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

か
ら
の
要
望
と
し
て
真

摯
に
受
け
止
め
、
東
松

島
市
と
し
て
善
処
し
て

い
き
た
い
と
し
て
い
ま

す
。 野

蒜
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
、
今
後
も
様
々

な
課
題
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
し
て
い
ま

す
。
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
お
よ
び
復
興

部
会
は
、
継
続
的
に
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。 

 

10

月
に
復
興
部
会
に

よ
っ
て
起
案
さ
れ
、
役
員

会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た

野
蒜
地
区
の
復
興
に
関
す

る
要
望
書
が
、
11
月
20

日
、
正
式
に
東
松
島
市
、

阿
部
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
提
出
に
先
立
ち
、

11
月
5
日
に
開
催
さ
れ

た
第
６
回
復
興
部
会
や
、

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
三
役
会(

会
長
、
副
会

長
、
事
務
局)

に
て
要
望

書
の
精
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
11
月
21

日
に
開
催
さ
れ
た
野
蒜
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
会

に
て
、
要
望
書
提
出
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復

興
部
会
か
ら
起
案
さ
れ
て

い
た
３
項
目
の
要
望
に
、

さ
ら
に
「
４
．
元
地
の
利

用
計
画
の
明
確
化
」
の
１

項
目
追
加
し
、
大
き
く
４

項
目
の
要
望
内
容(

※
１

参
照)

と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
要
望
内
容
に
対
す
る

東
松
島
市
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
予

算
も
絡
む
こ
と
で
あ
り
、

早
急
に
は
回
答
で
き
な
い 

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
三
役
会(

会
長
、
副
会

長
、
事
務
局)

に
て
要
望

書
の
精
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
11
月
21

日
に
開
催
さ
れ
た
野
蒜
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
会

に
て
、
要
望
書
提
出
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復

興
部
会
か
ら
起
案
さ
れ
て

い
た
３
項
目
の
要
望
に
、

さ
ら
に
「
４
．
元
地
の
利

用
計
画
の
明
確
化
」
の
１

項
目
追
加
し
、
大
き
く
４

項
目
の
要
望
内
容(

※
１

参
照)

と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
要
望
内
容
に
対
す
る

東
松
島
市
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
予

算
も
絡
む
こ
と
で
あ
り
、

早
急
に
は
回
答
で
き
な
い 



 

10

月

29

日
に
開
催

さ
れ
た
野
蒜
北
部
丘
陵

振
興
協
議
会
の
戸
建
住

宅
・
災
害
公
営
住
宅
部

会
の
第
２
回
合
同
部
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
の
中
で
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
導
入
が
始

ま
る
地
区
自
治
会
制
度

に
つ
い
て
概
要
が
東
松

島
市
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
、
地
区

自
治
会
設
立
に
先
立

ち
、
①
新
た
な
地
区
自

治
会
の
規
約
の
作
成
、

②
自
治
会
費
や
ル
ー
ル

の
統
一
、
調
整
、
③
自

治
会
長
を
含
む
役
員
の

あ 

11
月
2
日
、
あ
お
い
地

区
（
東
矢
本
駅
北
）
に
お
い

て
、
災
害
公
営
住
宅
建
設
現

場
見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
公
営
住
宅
を
実
際

に
目
で
見
て
、
説
明
も
聞
く

こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
機
会

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場

に
は
ご
家
族
連
れ
を
は
じ

め
、
多
く
の
来
場
者
の
方
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
今
後
、
野
蒜
北
部
丘
陵

団
地
に
建
設
予
定
の
公
営
住

宅(

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
３
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

４
Ｋ)

の
内
部
見
学
が
可
能

で
、
参
加
者
は
、
屋
内
を
見

な
が
ら
建
設
業
者
か
ら
の
説

明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
見
学
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
実
際
に
、
公
営
住
宅

の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
て
良
か
っ
た
等
の
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。 

東名運河 130 年 ～啄木の旅～ 

野蒜北部丘陵振興協議会 住みやすい街に向けて 

選
出
、
④
他
の
関
係
組

織
と
の
調
整
、
⑤
業
務

や
役
割
の
分
担
化
が
必

要
な
手
順
と
な
り
ま

す
。
併
せ
て
公
共
施
設

等
ハ
ー
ド
面
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

 

11
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
第
５
回
高
台
移
転

部
会
で
は
、
低
層
住
宅

地
区
の
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル(

案)

は
基
本
的

に
了
承
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
今
後
、

全
体
会
等
の
場
で
正
式

に
決
定
す
る
手
続
き
が

進
め
ら
れ
ま
す
。 

あ
お
い
地
区(

東
矢
本
駅
北) 

災
害
公
営
住
宅
見
学
会
実
施 

 

明
治

35

年(

１

９
０
２)

５
月

29

日
、
盛
岡
中
学
校

の
修
学
旅
行(

石

巻

、

松

島

、

塩

釜
、
仙
台)

で
、

石
川
啄
木
も
東
名

運
河
を
通
過
し
て

い
ま
す
。
前
日
は

真
夜
中
に
盛
岡
駅

か
ら
日
本
鉄
道
奥

州
線
に
乗
車
し
、

明

け

方

一

関

下

車
、
狐
禅
寺
か
ら

北
上
丸
に
乗
船
し

て
午
前
６
時
45
分

出
発
、
北
上
川
を

下
り
、
午
後
２
時

30
分
石
巻
到
着
で

す

。

翌

日

は

細

雨
、
午
前
７
時
に

宿
を
出
て
新
橋
か

ら
乗
船
、
16
歳
の

は
運
河
で
あ
る
。

両
岸
は
ゴ
マ
メ
の

花
、
赤
い
野
薔
薇

の
花
な
ど
が
咲
き

競
う
て
、
そ
ば
な

る
雨
に
限
り
も
な

く

美

し

く

見

え

る
。
自
分
等
は
濡

る
る
も
厭
わ
ず
に

甲
板
に
立
っ
て
、

刻
刻
に
変
わ
り
ゆ

く
景
色
を
、
あ
か

ず
眺
め
た
。
野
を

す
ぎ
て
、
さ
さ
や

か
な
塩
田
が
あ
る

所
に
ゆ
く
と
、
画

い

た

様

な

松

原

が
、
雨
の
中
に
見

え
て
、
其
間
を
夢

の
様
に
淡
く
立
ち

の
ぼ
る
幾
条
も
の

煙
、
こ
れ
が
塩
焚

く
海
士
の
細
い
細

い
な
り
わ
い
の
煙

か
と
、
自
分
ま
で

が

心

細

く

感

じ

た
。」 

 

鳴
瀬
川
か
ら
松

島

湾

ま

で

、

新

町
、
亀
岡
、
東
名

を
横
断
す
る
全
長

３
・
２
ｋ
ｍ
の
東

名
運
河
は
、
日
本

最
初
の
近
代
港
湾

建

設

「

野

蒜

築

港
」
の
際
に
掘
り

開
か
れ
ま
し
た
。

工
事
は
明
治
16
年

４
月
に
開
始
、
翌

年(

１
８
８
４)

２

月
に
完
成
で
す
か

ら
、
東
名
運
河
は

今
年
１
３
０
歳
で

す
。
鉄
道
が
未
発

達
で
自
動
車
が
な

い
時
代
は
、
川
や

運

河

が

高

速

道

路
、
日
常
生
活
や

長
距
離
移
動
時
の

幹
線
路
で
し
た
。

明
治
三
五
（
一
九

〇
二
）
年
五
月
二

九
日
、
盛
岡
中
学

校

の

修

学

旅

行

で
、
石
川
啄
木
も

東
名
運
河
を
通
過

し
て
い
ま
す
。 

写真差し替え→東名運河 

啄
木
は
北
上
・
東
名
運
河

を
こ
う
記
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
運
河
で
あ
る
。

両
岸
は
ゴ
マ
メ
の
花
、
赤

い
野
薔
薇
の
花
な
ど
が
咲

き
競
う
て
、
そ
ば
な
る
雨

に
限
り
も
な
く
美
し
く
見

え
る
。
自
分
等
は
濡
る
る

も
厭
わ
ず
に
甲
板
に
立
っ

て
、
刻
刻
に
変
わ
り
ゆ
く

景
色
を
、
あ
か
ず
眺
め

た
。
野
を
す
ぎ
て
、
さ
さ

や
か
な
塩
田
が
あ
る
所
に

ゆ
く
と
、
画
い
た
様
な
松

原
が
、
雨
の
中
に
見
え

て
、
其
間
を
夢
の
様
に
淡

く
立
ち
の
ぼ
る
幾
条
も
の

煙
、
こ
れ
が
塩
焚
く
海
士

の
細
い
細
い
な
り
わ
い
の

煙
か
と
、
自
分
ま
で
が
心

細
く
感
じ
た
。
」
色
鮮
や

か
な
前
半
に
比
べ
水
墨
画

の
よ
う
な
後
半
部
は
、
明

治
21
年
に
亀
岡
の
人
々
が

開
墾
し
た
塩
田
の
姿
で

し
ょ
う
か
。
開
墾
の
経
緯

は
赤
崎
山
の
先
端
に
残
る

「
亀
岡
塩
田
増
墾
の
碑
」

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
話

は
又
の
機
会
に
。
船
は
午

前

11

時

30

分

松

島

到

着
、
翌
日
は
塩
釜
、
さ
ら

に
仙
台
に
入
り
、
６
月
１

日
午
前
１
時
に
盛
岡
帰
着

と
あ
り
ま
す
。 

「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑

誌
」
第
四
号 

明
治
35
年

７
月
12
日
（
啄
木
全
集
中

参
考
資
料
）
よ
り 

野
蒜
築
港
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

松
川
清
子 

↓見学会の様子 

↑11月 19 日の第 5回高台移転部会の様子 

↑昭和初期の東名運河(野蒜駅付近) 


